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ふ り が な
振仮名と文字論
ル ビ
ー一 文 化 的 な視 点 よ り
王 勇
第1章 序 論
巨視的 に見 れぽ,日 本語 には,和 語 ・漢語 ・外来 語 とい った 「語種」
の区別 があ る。 それ に,語 種 と切 って も切 れ ない関係 に,漢 字 ・ひ らが
な ・カタカナ ・ローマ字 といった 「字種」 の差 も存 す る。 これ らの語種
と字種 は,過 去 の歴 史 において,各 々の文化遺産 を背負 って きたが,今
日の 日本語 において は どれ…つ として も欠 くべ か らざる存在 とな ってい
る。
語 種 と字 種 を根 底 に持 つ 日本 語 の重 層 構 造 に お い て,各 「語」 と
「字」 の間 の関係 の仕方 を最 も象徴 的 に表 わす もの と して,ル ビが挙 げ
られ る。
本稿 の表題 を見 る と,「振 仮 名」 の上 に は 「ふ りが な」,下 に は 「ル
ビ」 とあ る。 この… 語 に して,漢 字 ・平 が な ・片 か な とs和 語 ・漢 語
(厳密 に言 えぽ,和 漢混濡語)・外来語 とい う語種 と字種 の殆 ん どが含 ま
れ てい る。 しか もこれ らはただ語彙 や文字 の無駄 な堆積 で は,決 してな
くaあ とでふれ るが,そ れぞれ の役割分担 があ る。 両側 ル ビは,今 こそ
め った に見 られ ないが,明 治時代 の文 献 例}ぽ,「 明治 の聖 書」 と
して当時多 くの青年 に愛読 され ていた 『西 国立志編』 あた りで も調べ て
みれ ば,け っこ う見つか る もので あ る。
表題 の例 を,伝 達 の視 点か ら具体的 に分析 してみ よ う。
先ず,漢 字 とか なが視 覚 と聴覚 との両方 に受信 され,共 に概念 を喚起
させ る。漢字 の格 調の高 さとかなの柔 らか さが コソ ビとなって文化 の層
を異 にす る人 々に理解 の基盤 と吟味 の余地 を与 える。
次 に,「ル ビ」 と 「ふ りが な」 は辞書 で は大 抵 同 じ意味 に解 釈 され て
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い るが,そ う簡単 に片付 く問題 で はない。詳述 は別 の機会 に譲 るが,日
本語 の語彙 は一見,意 味 の同 じもので あ って もそのオ リジソの異 な る と
ころか ら違 った文化 を負荷 し,結 局,違 った価値観や 語感 ない しは意 味
が込 め られ て しま うこ とになる。
ル ビは元 来,英 語 のrRUBY」(「紅 玉」 あ るい は美 人の 「紅 い唇.」
の意)で,英 国 印刷1_=によ る5÷ポ イソ ト活字 の愛称 で あって,そ の大
き さはち ょうど普通振 仮名 に用 い る活字 に該 当す るが故,活 字文 化独 占
の今 日におい ては殆 ん ど 「振仮名 」の代 わ りに使われ てい るが,し か し
日本語 の成立 に,骨 が らみ に まつわ る 「ふ りが な」文化 のすべ てを これ
だ けで カバ ー しきれ な い ところが あ る。 ル ビとふ りが なは それ ぞれ の
「勢力範 囲」(役割分担)が あ って こそ,共 に現在 の 日本語 に市民権 を得
て共 存 してい るわ けであ る。
更 に,-rlに 「ふ りが な!と 言 って も,本 字 の傍 に振 った文字 に,昔
は漢 字(振 漢字)が あ った し,西 洋文化伝来 と共 に ローマ字 も現われた
か ら,そ の一一一語 に納 め きれ ない憾み もあ る。 それ とまた,外 来 語の分 り
づ らさ,漢 字 の読み づ らさを も考慮 に入れt伝 達効果 を十 分 に果 たせ る
よ うに,題 目の よ うに重層表記 を した所以 であ る。
本稿 は,ル ビの文化的研究 の 環 としてs字 種間の相互関係の様式
分化作用(役 割分担)と 統合作用(重 層表出)を 設定 して,言 語記
号におけるル ビの文字的性格を明 らかに しよ うとするものである。
第2章 字 種
第1節
日本語の文字体系を改めて考 え直す と,そ の複雑多彩な姿に,今 さら
なが ら驚か され る。
は じめ て生 まれ た"理 想 の家 庭 用"


























































片 か な一 レ 。ン ●ジ
ア ラ ビ ア数 字1。0・9。6
ロ ー マ 字一一E。R・W・V
と,実 に5種 類 も の 文 字 が 併 用 さ れ て い る。
振仮名 とK字 論 ・55
それ のみ な らず,意 味 も音韻 も全 く同 じ語 彙 を文字 に写す時,少 な く
とも,3種 類 の表記 が常 用 され る。例}ぽ,昭 和13(1938)年12月刊行
の 『ふ りが な廃 止論 とそ の批 判』(白水 社)の 「後 記」 の追 記 に は,そ
の編纂 者 白水社 の名 を以て,
「諸 家の御文 章 を拝見 してい くと,『ふ りがな』 とい うことぽの表記法
が,『ふ りが な』『フ リガナ』 『ふ り仮名』 『振 りが な』 賑 が な』 『振 り仮
名』 『振 仮名』 『ル ビー』 『ル ビ』 の よ うに,い ろ い ろ さま ざまに な って
いるが,こ の不統… はTい ず れを基 に してそろへ るべ くもないの で,そ
れぞれお原稿 の ままに しておいた。」
とあ る。 漢字,平 が な,片 かな表記 の ほか に,混 合表 記 も見 られ る。
この よ うに,… つ の言語 または語彙 を表記 す るのに用 いられ る文字 の
種類 を,本 稿 において仮 にf字 種」 と称 してお く。
複数字種 の併用 は,程 度 の差 こそあれr他 の言語 に も見られ る現象 で
あ る。例 えば,朝 鮮 語 には漢字 とハ ソグルの併用が認 め られ る し,中 国
語 に も,漢 字 に加 えて 虞一一マ字 の使用 が 目に見}て 増 えてい る。
第2節
現代 日本 語において,五 つ の字種 が混ぜ て使 われ る とい って も,決 し
て無秩序 に混用 され るわ けで はない。次 の よ うに,字 種 ごとの使 い分 け
が ある。
漢字 一一 主 に 自立語 の概念 を表 わす部分 に用 い られ る。
平が な 形式名詞 ・活用 語尾 ・付属語 ・その他表音 的表 記 に用 い ら
れ る。
片 か な一一一外 国語音 ・動植物 名 ・擬声 語 ・その他 音を写 してい ること
を強調 した い ときに用 い られ る。
ローマ字一 一漢 字 かな交 じ り文 にお いて略字 として表意 的 に用 い られ
る。
アラ ビア数 字M° 書 きの文章 にお いて数量表示 に用 い られ る。
156
今 日まで に知 られて いるすべ ての文字 は普通 大別 して表音文 字 と表 意
文字 の二 つ に分 け られ る。単語 を構成 す る分節 音を あ らわす平 がな と片
か なは表 音文字 と言い,単 語に相 当す る単位 を あ らわす漢字 は表意文字
と呼 ぼれ る。 しか し,表 音 ・表意 とい うよ うな区別 は言語主体 の表現意
識 に よって も決定 され る。例 えぽ,万 葉が なの よ うに漢字 を表音的 に,
あ るい は助詞rWa」re」ro」 を 「は」 「へ」「を」 と書 くよ うに か な
を表意的 に用 い る ことが 可能で あ るが,こ れ は例外 と見 るべ きであ る。
要す るに,漢 字 とか な とい った異質 の字種 の併用 は 日本語 の特 質の… つ
に数 えられ よ う。
字種 と語種 の関係 か ら大 ざっぱに見 る と,漢 字 は漢語 と一部 の和語,
平が なは和語,片 かなは外来語 とい うふ うにな っている。
各 字種 はそ の オ リジ ソ と役割 分担 とに よって,そ れ ぞれ に一 定 の イ
メー ジ,ニ ュア ンス,価 値観 等が付随す るよ うにな るのであ る。 こ うし
た ものを,本 稿 において 「語感 」 に対 して仮 に 「字感」 と称 してお く。
第3章 字 感
第1節
谷崎潤一 郎 は,作 家 としての長年 の深 い体験 か ら,次 の よ うに述べ て
い る。
「或 る一つ の言葉 を漢字 で書 くか,平 仮名 で書 くか,片 仮名 で書 く
か と云 うよ うな ことは,そ の文章 が表 現 しよ うとす る理論 や事実や感
情 を理解 させ る上 に,少 か らぬ手助 け とな った り妨 げ とな った りす る
のであ ります。」(『 文章読本』六興出版1971)
じ ずら
谷崎は字面 と音調を文章の感覚的要素 と見て,字 感 に近い意味で 「字
面」 とい う術語を用いている。
「字面 と云 うものは,善 かれ悪 しかれ必ず内容に影響する。我が国
の如 く形象文字 と音標 文字 とを混用す る場合に於 いて殊 に然 りであ
る。そ うだ とすれぽ,そ の影響をその文章が書かれた 目的 と合致 させ
るよ うに考慮す るのが当然であ ります。(中略)近 頃はよ く,漢 字を
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わ ざと片仮名 で書 いて,た とえぽ 『憤概 』 を 『フンガイ』 と書 いて,
…種 の効果 を挙 げ る ことが流行 ります が
,あ れ な どが,矢 張私 の云 う
字面 を考慮す るこ とに当 ります。」(前 掲ra)
そ して,実 例 として志 賀直 哉の 『城 の崎 にて』 の 節 を引用 して,次
の如 くに吟味 してい る。
「些 細 な こ とで あ り まーす が,『 直 ぐ細 長 い 羽 根 を 両 方 ヘ シ ヅカ リと
張 ってぶ 一ん と飛 び立つ。』 の所 でr『シ ッカ リ』 を片 仮名,「 ぶ 一ん』
うなず
を平仮 名 に してい るの も頷 け る。此 の場 合,私 が書 いて もぎっ とこ う
書 く。 殊 に 『ぶ 一ん』 を 『ブーン』 と書 いた ので は,『虎斑 の大 きな
肥 った蜂』 が空気 を震動 させ なが ら飛 んで行 く羽音 の感 じが出 ない。
又 『ぶ うん』 で もいけな い,『ぶ 一ん』 で なけれ ぽ真 直 ぐに飛 んで行
く様子 が見 えない。」(前 掲書)
それ を読 ん で,「 ブー ン」 と 「ぶ 一ん」 が そ ん なに違 って い るか と,
す っか り驚 か され て しま う。 こんなデ リカシーセ ンスは とて も外 国人 の
真似 る ところで はない。
漢字 と平が なの字感 について,次 に小学館作 品 コンクール昭和47年度
第9位 入選 作 『八木重吉 の詩 を読 んで』 の一部 を引用 してお く。 作者 は









この詩 で一 つ 疑 問 が あ る。 そ れ は,題 名 に は 「息 を殺 せ」 と 「殺
せ」 とい う字 を漢 字 でか いてあ るが,詩 の中 で は,「 ころせ」 とひ ら
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がなであ る。 なぜ なのだ ろ うか。
私 は こ う考}て み る。題名 で は,「息 を殺 せ」 とこの言葉 を強 く強
調 して頭 の中 にひびかせ ておいて,そ のまま詩 を読む とこの詩 の感 じ
が 出るのではないだ ろ うか。 それで も詩 の中 は意外 に柔 らか く,ま る
で 「赤 んぼ う」 とい うもの にあわせ てあ るかの よ うに,そ うだ,ぎ っ
とそ うだ,「赤 んぼ う」 に合 わせ てあ るのだ。 その証拠 に詩 の中 に漢
字 は 「息」 と 「空」 しか ないのだ。 ひ らが なの柔 らか さを生 か して,
特 に この詩 でだ い じな物 だけを強調す るため に漢字 に してあ るのだ。
で も 「息」 は詩 の 中 に 二度 で て くるが,初 め の 「息 」だ けが漢 字
で,二 度 目はひ らがな。 ここもたぶ ん,… 度 目に大 きな声 で皆 に 「息
を ころせ」 とい ってお いて二度 目はか る く 「い きを ころせ」 とい った
ところを表わ してい るので はなかろ うか。 つ ま り,柔 らか さをひ らが
なの柔 らか さで表 わ し,強 く強 調 したい ところを漢字 の力強 さ,か た
さで表わす,と い うふ うに字 で強 弱をつ けて いるので はなかろ うか と
私 は思 います。(後略)
(永野賢 「日本語の文字表記」 『日本語講座第1巻 ・日本語の姿』所収。大
修館,1978)
これ に従 えぽ,力 強 さ,か た さな どが漢字 に付 随 す る字 感,柔 らか
さ,か るさな どが平が なに付随す る字感 とい うことになる。
第2節
字感 は実際 の文 面において無 限 な効果 を生み 出 し得 るが,根 源 的 には
各 々の字種 の生 い立 ちに深 くかかわ って いる よ うに思われ る。
大 同2年(807)成 立 の 『古語拾遺』 の中 に,
蓋 聞上古之世,未 有文字,貴 賎老少,口 口相伝,前 言往 行,存 而不
忘。
とあ る一文 を引用す るまで もな く,漢 字渡来 以前 に,日 本 には固有 の文
字 は なか った。
『古事記 』(712)と『日本書紀』 は共 に,応 神 天皇15年を漢 字公 伝 の
年 と して い るが,「金 印」や 「貨泉」 な どの遺 品 に よれ ぽ,お おむね1
世紀前後 に潮 り得 る と推定 され る。
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漢字は圧倒的に優越 した中国文化を伴 って古代の日本に及 んで きた。
高度 な大陸文化に対す る憧憬 と尊敬の念に,や がてその担い手である漢
字その ものを権威 のある,あ りがたいものとして尊ぶ 「真名意識」が萌
芽 した。
「真名」は 「かな」(借名 ・仮字)に 対 してr正 式 ・本当の文字である
ことを意味す る。
「真名意識」 とは,既 に漢字 その ものにある種 の価値観を込めている
ことである。そ して,そ の価値観はそれに担われている文化 と切 っても
切れない関係にある。
奈良時代に発生 した万葉がなは,平 安時代に入ってから,社 会的に広
く用 いられた。 これ と平行 して,万 葉がなを略体化 した草がな一 更に
それを書 きくだ した平がなが発生 してきた。また,別 の方向から,万 葉
がなの一部をとった片かなも生 まれた。
平がなと片かなの発生 と発達には,二 つの基盤があった。その1は,
男子による漢文訓読の世界であ り,そ の2は,女 子を中心 とす る和歌 ・
消息 ・日記 ・物語などの世界である。
平がなは 「女手」「女文字」 とも呼ぼれ,流 麗 な字体 と美的 曲線を特
徴 とす る。平安時代 に,平 がなによって記 された私的文学が隆盛 を極め
たが,そ れ らは殆んど女性によって行なわれていた。ゆ えに,紀 貫之が
「をとこもす なる日記 といふ ものを,女 もしてみん とてす るな り」 と,
ことさらにかれみずからを女性に仮装 して平がなで 『土佐 日記』を書い
たのである。
片かなは,平 がなが書写の芸術的表現を 目ざしているのに対 して,全
く実用か ら生 まれた ものである。平安初期 は漢文学全盛 の時代であっ
て,男 子は挙げて漢詩漢文を学んだ。漢文に訓点を加 える際 速記や小
説の必要 と私的 メモの性格から,万 葉がなの一一部をとって符号 として使
用 した らしい。それが段 々と今 日の片かなの ようにかわ ってきた。
片かなは本来漢文の訓点に用 いるために発達 した文字であって,後 世
に至 るまで独立性が乏 しく,表 音的性格が強い。西洋文 明を運んできた






プ ラ ス マ イ ナ ス
　
漢字 格 調 高 い,権 威 あ る,ひ び き が よ
い,力 強 い,た の も しい
固 苦 し い,き び し い,お も お も し
い,も っ た い ら しい
平がな
柔 ら か いS親 し い,易 し い,美 し
い,生hし い,優 雅,な め らか
俗 っぽ い,め め しい,弱hし い
片かな 新 鮮 さ,新 しい,目 立 つ よそ よそ しい,深 み な い バ タ く さい
第3節
各字種に付随す る字感は,そ れぞれに担われている文化を土台に歴史
的に形成 した ものである。それを,現 代 日本語に視点をあてて表1に ま
とめてみ る。
字感は,同 じコ トバを表記す る際の,複 数 の字種間の 自由な転i換に
よってもっとも鮮明に感 じ取 られる。語種 における字種間の転換はその
顕著 な例 と言えよう。例 えぽ,格 調高 く見せるために和語を漢字で表記
した り,あ るいは漢語を平がな表記によって柔 らげた り,ま たは外来語
を漢字か平がな表記にすることによってよそよそしさを解消 した りする
など,実 に多様多彩である。
そ うした表記が一旦定着す ると,語種を根本からかえることもあ りう
る。実例をあげてみ よう。
(A)漢 字 ・平がな表記の外来語
た ば こ じゆばん だん な かわら さら
煙草 ・儒衿 ・旦那 ・瓦 ・皿
(B)平 が な表 記 の漢語
しっ くい ・のれ ん ・せ っか く ・な濯 イ ぎこちナ イ
(C)漢 字表記 の和語
も み じし な い
竹 刀 ・紅 葉 ・火 事(ひ の こ と→ か じ)・返 事(か へ り ご と→ へ ん じー)・
き よ う
物騒(も のさわが し→ぶっそ う)・今 日
Aは 外来語の意識が極めて薄 くなっているものである。Bは 和語化 し
た漢語 と言 えよう。Cの 一部 は発音まで徹底的に漢語化 している。
異質字種の併用 と,各 字種につ ぎまとう字感の存在 は日本語の文字を
特徴づける。
ル ビは異質の字種一 特に表意文字 と表音文字 とい う次元を異にす る
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字種一 一の間に,更 に各字種 に付随す る字感の 「勢力範囲」 と表現者の







か∫A!,曝 魚 鹸 と晦 晦 た菌霊あるけれども そう善う
過去を殆ん繕 れさ灘 くらい若さに溢れた国である.
(B)あ簾 たは能琴ん署 ぽ縛 み躰 のこの古い芸能は,今 から約
600年前の足利時代 に,観 阿弥・世阿弥の親子によってつ くりあげ られた
ものだ と言えるでしょう。
Aの よ うにすべての漢字に振 ったル ビを 「総ル ビ」 と言 うが,Bの よ
うに必要な漢字 にだけ振 ったル ビを 「パラル ビ」 と言 う。
上の例文において,本 字は表意文字の漢字であ り,ル ビは表音文字の
かなである。両者は表音 と表意 とに分業 されているよ り,む しろ,相 補
的 に表意表音兼備 の新 しい文字(重 層文字)を 作 りあげてい るのであ
る。
本字 とル ビは全 く同 じ意味を表わ していて,両 者の結合は人hの 共通
理解 を基盤に,い わゆる 「公的」 なものとして社会的に慣行され るわけ
である。それゆえ,一 昔,他 人の書いた文章に,す ばや くル ビを振 って
い くのを職業 とする 「ル ビ屋」 さんさえいたのである。
この類のル ビは啓蒙や教育のためにもっとも多 く用いられ るもので,
異質の字種を巧 く統合 して視覚 と聴覚の両方を動員 して伝達効果をあげ
る点において特色がある。
〈類型II>
表意文字 としての漢字 の視覚性 と,表 音文字 としてのかなの聴覚性









花 兄 誉 片 腕
上 例 につ い て,由 良君 美 は 「『ル ビ』 の美 学 」(『言 語 文 化 の フ ロ ン
テ ィア』創元社,1975年所収)に お いて,
「五 言 の当て漢字 の表象 にた い して五七 調 の和音 を当て,二 重 の表意
心象 に和 歌 の音律 を組み こむわ けであ る。」と述べ てい る。
漢字 の視覚性 に よる五言 ・七言 と,ル ビの聴 覚性 に よる五音 ・七音 と
が巧み に結合 されてい る。 タテマエは漢詩 の リズ ム,ホ ソネは和歌 の リ
ズ ム となってい る。
由良君美は 「裾ろ欝 罵い鰯 を伽 諏 って次のように論じている・
「文字 どお りの 〈群馬(馬 の群)〉を県名の 〈群馬〉の意 に当て,群
馬県椿名山麓 におこった農民…揆を,〈蒲旗〉の視覚性 とシンボル性,
〈群馬〉の地理性,〈噺〉の聴覚性 とシソボル性の三者を,た だの五言
にカプセルして表現 し得 ている。漢文脈 と和文脈 とを二重に同時交響
させ,和 漢 いずれか一一方の文脈では表現できない連想や意味内包を充
電するのが,こ の 〈ひとり重訳〉の修辞法である。(中 略)五 言 とい
う漢詩の約束のなかに,二 重 に組み こまれた仮名読みであるから,た
とえこれを〈縫旗をたて群馬で農民が一揆〉と書 こうとも,〈群馬 の噺
き〉の懸け言葉の面白さは全 く失われて しま うし,ル ビの部分だけ独
立させれば,ほ とんど理解できず,漢 字の部分のみを独立 させれば,
かかげられた錘旗 と彩 しい馬の+riきしか伝達 しない。」(前 掲論文)
この類のル ビは啓蒙や教育のため とい うより,主 として詩などの文学
作品において異質字種に よる視覚 と聴覚の分離(役 割分担)を 利用 し
て,表 現のゆたかさ,奥 深 さを狙 うものである。
〈類型III>
視覚性 と聴覚性においての本字 とル ビの分離(役 割分担)が 更に意味
の領域にまで進んだ とき,次 の ようなルビが生まれて くる。
『西国立志編』から例をい くつかあげてみ よう。
確 然 経 験 実験 包 蔵 勢力
ノ カ ト タ メ シ・コ 』 ロ こ タ{ノ コ メ ラ ア ル イ キ オ ヒ
自 立 政法 群 下 師傅 衣糧袋
ヒ トリダ ツ セ イ ジ ノ モ ノモ ノ カ ソ ノキ ナ/プ サ ノク
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創 造=者 恒 久 堅 忍 斬釘載鉄
イン ヴ エ・ソ ト/Lサ ガ ク ツ ゾキ ノ ソボ ウ スル キ ッ パ リ ト
上例 にお いて,本 字 の表わす コ トバ とル ビの表わす コ トバはた とえ類
義語 と言 えども,別 語 と認め ざるを得 ない。
か れ かのじよ しらみ は な ワンマノ
太陽 月 蚤 歯車 吉田
バ ク ト ウ ろ くだ い め
議事堂 菊五郎
極端な例か もしれないが,ヒ 例において,本 字の示す コ トバとル ビの
示す コ トバは意味的 に随分かけはなれているものである。 それが具体的
な文脈 においてどのように結合されるかを見てみ よ う。
まし は な
暑 さ軋 ます 向日葵の歯車 一弁ずつ
上 の俳句 は,ひ まわ りの花 を歯車 に見立 て て,「はな」 とル ビを振 っ
は ぐるま はな
て,「軋 む」 に響 かせ る。 しか し,「歯車」 と 「花」 は本 来 別 語 で あ っ
て,「歯 車」 には 「はな」 の音声表記 がなけれ ぽa「はな」 に も 「歯車」
の漢字表 記が ない。
と ころが,実 際 の文脈 においてi本 字 とル ビは2列 の文字表記 で ある
け ど,一一つ の音声 しか持 っていないか ら}全 体 として 一語 と認 め なけれ
ぽ な らない。… 語 だ とすれ ば,両 者 が 一つ の意味(二 つ の意 味 で は な
く)し か担わ ない もので なけれ ばな らない。
上 の俳 句 にお いて,「暑 さを軋 ます歯 車」 と 「向 日葵 のは なが…弁 ず
つ」 とい う二 つ の意味 内容(仮 に 「下層 意味」 と呼 んでお こ う)は ,実
は重 な って 「向 日葵 の花が歯車 の よ うに・暑さを軋 ます」 とい う… つの意
味 内容(仮 に 「上層 意味」 と呼 んでお こ う)を 合成 して掛 け ことばの よ
うな重 層効果 を生み 出 して い る。 つ ま り,「歯 車」 と 「はな」 は結局,
「歯 車 の よ うな花」 とい う合 成 意 味(上 層 意 味)に ,相 互 の意 味 内 容
(下層意味Aと 下層 意味B)が …体 とな って統 合 され るのであ る。
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本字 とル ビは結合 される前に,全 く違 った意味を担 っていて,そ して
両者の結合は 「私的」 ・一時的 なものにす ぎない。
この類のル ビは,阿 部宵人が 「意味を欲張 っ」た表現 と称 しているが
(『俳句一一一四合 目か らの出発』講談社学術文庫,1984)漢字の表意性 と
かなの表音性を利用 して視覚 ・聴覚のみならず,意 味の領域 にまで役割
を分担 させ,そ れを統合す ることによって重層意味を新 しく作 り出して
くるのである。
小説などにはこのよ うなル ビが最 も多 く見 られ,作 品の…部 として,
作 品 の理 解 に お い て重 大 な意 味 が認 竺 られ るべ きで あ る。昭 和
ゆ つ じ て ん
61(1986)年,角川 書 店 よ り出 され た 『遊事典』 に は この類 の ル ビが
8140語,網羅 され てい る。
第2節
〈類型IV>
類型1～ 類 型IIIは本字 が単数 のル ビと対応す る もので あるが,複 数 ル
ビと対応 す るのが いわ ゆ る両側 ル ビで あ る。 『西国立 志編』 よ り例 を引
いてみ よ う。
アJヨ ク ア タ カ カ タ ク ヒ イ ソ
圧 抑 恰も 硬 庇蔭
オ ノ ノケル トンLゾ ル ク オホ ノ
ソ 　ウ エ タ ソ カ ク シ ャ ウ コ ウ ケ ノギ
//L:」¥耽欄 鎗 溶 協 議
ス ス ム ル ナ ゲ テ4ク ト カ スr'μ ノ イ ノイ ス ル
これ らの両側 ル ビは原則 として,上 側には音,下 側 には意 が示 され
る。
本字 と上ル ビは全 く同 じ意味を表わ していて,両 老 の結合 は 〈類型
1>のそれ と同様に人hの 共通理解を基盤に,「公的」な もの として社
会的に認め られ るのである。
本字 と下ル ビは明 らかに別語であるか ら,違 った'下層意味を担 ってい
ることは多言を要す るまで もない。両者は下層意味において緊張関係を
つ くりながらも,上 層意味において見事に統合 されるのである。
両側ル ビも全体 として一語 と認めなけれぽならないので,音 声を担 う
上ル ビに対 して本字 と下ル ビは視覚的存在である。




<類型IV>よ り,上 ル ビが本 字 と下層意 味 にお いて更 にズ レが生 じる
場合,類 型Vの ル ビが生 まれ て くる。 や は り,同 じ 『西 国立志編 』 か ら
例 を引用 しよ う。
こチ ビ グア ラ ンチ イ モ 　 テ ス ト
誘 ク 担保 適宜ナル
ビキ ュム ウケ ア ヒ_ン ホ ドヨ キ
上の例において原則 として上ル ビのみが音声を示 している。
本学 と上ル ビまたは本字 と下ル ビはいずれも意味的にかけはなれてい
て,三 語の結合は 「私的」 ・一時的なものにほかならない。字種による
ル ビの最 も複雑な様相を星す るもの と言 ってよかろ う。
第3節
異質の字種間の関係の仕方 によるル ビは上の五つの類型に大 きく分 け
られるが,次 に,字 感によるル ビの類型を見て行 こ う。
字感は,言 語における意味 と音声 とは関係なしに,視 覚に訴える文字
のみにかかわっている。
字種間の自由な転換 は,そ の本質において字感の転換にす ぎない。 し
かし,そ の転換によって,新 しい字感を獲得す ると同時に,本 来の字感
も失われてしま う。複数の字感 を得るためにはど うして も重層表記一 一
ル ビを用 いなければならない。
ル ビ
玉井喜代志 は,ri振仮名 の研究」(『国語 と国文学』 昭和7(1932)・第
9巻第5・ 元号)に お いて,主 として字面 を美 し くす るル ビを次の2類
に分 けてい る。
(イ)文字全体 か ら受 け る感 じを美 し くす るもの
(ロ)同じく興味 を深 くす るもの
そ してs次 の よ うに例 を挙 げなが ら,説 明 してい る。
(イ)これ はル ビを一種 の装 とみ るのであ る。
「おくられ鴨 ゆえにご礁 鵬 われはも弊 ゆく鱒 する」
「お くられ し花ゆえにこそ幾千里われはも旅にゆ く心地す る」
今更上の例をみるまでもな く,ル ビを付けたる方の興へ る感 じがr
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それ な きもの よ り軟 らかな るは明白であ る。
ネ ホ ナ キ ネカ ン バ
白樺 に朝 日峰雪照 り穂 の秀のあけ小鳥音
これ もル ビを特に片仮名にした ところが何 とな く澄刺 さ,山 の唄 ら
しく思へ るのである。
それか らかの特 に仏蘭西の詩な どがル ビを平仮名にす ると非常に
クラッシ ックなやはらか味が,ラ テソ語のなめ らかさが出るのを見
れぽ うなづける。
㊥…… これは本文に新 らし味のある,気 の利いたル ビを付す ことに
よって文字全体から受ける感 じを興味深 くしや うとす るのである。
「穰フ顔」の如 きがそれで,こ のル ビの 目的 は読 ませるのが主なる事
の如 くで もな く,訳 語 を補 ふ事 の如 くで もあるまい。
創作 な どに可成 り多 く見 られ るル ビで ス タイル上 か らも一つ の技
巧 で もあ るし,事 実わ れわ れ も単 に 「横顔 」 とあ るよ りその文字 が
新 らしい味 あ る様 に さへ思 はれ面 白 く感 じるのであ るが,又 一方 そ
こにペ ダソ トリーのにほひを感 じる ことが少 くない のであ る。
〈類型VI>は な たび
日本 人 の独特 な嗜好 のあ らわれ か も しれ ないが,④ 例 の 「花」 「旅」
「ここち心地」 の よ うに本字 とル ビとの間 に,た とえ意味 が 同'じで あって も,
実 に細 か なニ ュア ソスの相違 が感 じ取 られ る。
漢 字の かた さをい くらか柔 らげ るため に,か なをル ビとして振 る。 片
かなをつ け ると,新 しみが 出て くるがs平 がなを付す る と,柔 らか くゆ
たかな姿 にな る。 また,子 供 向けの漫画 の
ぎ や あ ご お 一 つ
ギ ャー ゴオー ツ
の よ うに,ボ キボキ とした片 か なが,平 が なのル ビに よってなめ らか に
潤 うので あ る。
この類 のル ビは重 層字感 を狙 うもので,本 字 とル ビの結合 はい うまで
もな く公 的 な もので あ る。
〈類型VII>
類 型VIに お い て,ル ビが 本 字 と意 味 的 に ズ レが 生 じ る場 合 は,
キ ネ かあてんプロフイル ナ
「横 顔」,「小鳥音」「帷幕」 等の例 を生み 出 して くる。
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表2








「帷幕」 と 「カーテ ン」 の関 係 は類 型IIIに属 す るが,「 カーテ ン」 を
「かあて ん」 とわ ざ と書 くところに字感 がか かわ ってい る。
この類 のル ビは本字 とル ビの間 に意味 と字感 の ズ レがあ って類型IIIと
類型VIとが結合 した もの の よ うに見 える。
そ のほか,両 側 ル ビに も字感 の加わ った ものが あろ うが,省 略 して お
く。
要す るに,類 型VIを純 粋 な字感 ル ビとして,そ の他,す べ ての類型 の
ル ビに,異 質 の字種 が あ る限 り,字 感 を加 える こ とが表 現者 の意 志 に
よって可能 で ある。




印欧語 の研 究 を基礎 に発達 して きた近代 言語学 ではs文 字 を言語要素
(音韻 ・文法 ・語彙)の 一 つ と認め ない。
ユ アソ ・レン ・チ ャオ(趙 元任)は 文字 を次 の よ うに定義 してい る。
「文 字 と い う も の は 言 語 を 表 わ す 視 覚 記 号 シ ス テ ム で あ る。 し た
が っ て,言 語 と い う も の を,概 念 を表 わ す も の で あ る とす る な ら,文
字 は記 号 の 記 号 つ ま り,記 号 を表 わ す も の一 一 に す ぎ な い 。」
(YuenRenChao著ムα"8π㎎ θandS'imbolicsystems〈1968>:同書,橋 本
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萬太郎訳 『言語学入門一 一言語 と記号システム 』岩波書店,1980より)
文 字 と言 語 の関 係 につ いて,デ ソマ ークの世 界 的 な言 語学 者,オ ッ
トー ・イエスペルセ ンはその名 著TheP屠Jos砂勿ofGrammar(初 版
1924年)の中で,次 の よ うに述 べて いる。
「喋 った り,耳 で きいた りす る言葉 こそ,言 語 に とって第 …義 的 な
もので あ り,書 いた り,読 んだ りす る ときに用 い る二義的 な文字 よ り
遙 かに重要 な ものであ る。 ……我 々が もし一・瞬 た りとも,文 字 とは話
す ことの代用 品であ る とい う事実 を忘れ るな らば,言 語 とは如何 なる
ものであ るか,ま た言 語が どの よ うな道筋 をた どって発達 して来 たか
を理解す ることは,決 して出来 ないだ ろ う。」
(鈴木孝夫著 『閉された言語 ・日本語の世界』i新潮選書,1975)
イ エ スペ ル セ ンの著 書 に遅 れ る こ と約10年ア メ リカで はLanguage
(初版1933年)とい う本が,レ ナ ッド・ブル ームフ ィール ドに よって世 に
問われJ構 造言語学 の基礎 を築 くとともに,言 語学 の 「聖書 」 として,
その後 のア メ リカ言語学 の方 向に,決 定的 な影響 を残す ことに なったの
であ る。
この本 の中で,ブ ル 一ーム フ ィ 一ール ドは文 字 を,言 語 の外 に あ る もの と
して こ う断定的 に述 べて いる。
「文字 は言 語 で はな く,た だ単 に 目に訴 え るしる しに よって,言 語
を記録す る一 つの方 法 にす ぎない。 ……あ る言語 は,い か なる種類 の
文字表記 を用 いて も全 く変 らない。 この こ とは,… 人の人が どの よ う
に写真 を とられて も,一一向に変 らないの と同 じで ある。 ……書 かれた
言語 を研究す るため には,言 語 につ いて多少知識 が なけれ ば困 るが,
その反対 つ ま り言語 を研 究す るた めには,文 字表記 の知識 はな くて も
よい。」(前 掲書よ り)
20世紀の欧米における言語学 の流れの中で,重 要 な位置を占めていた




ソシュールは概念すなわち意味が所記(記 され るもの)で,聴 覚映像す
なわ ち音声の印象が能記(記 す もの)で,言 語記号を,所 記(概 念)と





「言語学 は云 うまで もな く,印 欧語 の研 究 か ら始 まーった もの で,そ
の有 力 な言 語 は殆 ん ど所謂 アル ファベ ッ ト文字 で書 かれてい る為 に,
欧米 の言語学者 の頭 の中で は文字 とい えぽ音 を表 わす もの とい う先 入
見が強 く根 を張 って いて,ど うして も表音 か ら離れ られず,従 って第
二義的 な もの と しか考 え られ ないのではあ るまいか。従 って文字 を音
韻 とは別 のOrderのもの と考 え難 いので はあるまいか。」
(「古事記に於ける漢字使用」『古事記大成・言語文字篇』平凡社r1957所収)
若 し文字論の研究が起 こるとすれぽ,漢 字 とかなとい う別種の二つの
文字 を混用 している日本 こそ最 も恵まれた土壌であるとし,河 野は更に
こう述べる。
「この文字論 は,音 韻 とは別 の言語記号 としての文字の一一般的性格
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を考},そ の言語的機能を探 り,文字記号を体系的に把握す ることに
目標を置 く筈 であ る。丁度音韻論が言語学 に大 きな寄與 をなした様
に,こ れ とは別の意味で文字論の貢献が期待 され よう。」(前掲論文)
以下,日 本に於ける文字論 に関す る研究の流れを簡単にかえ りみるこ
とにしよう。
1933～1934年に,橋 本進吉は,『国語学概論』において,
「文字は言語 を表 はす記 号である……言語の音声意義を一定 の記号で
代表せ しめて,目 に見える形 とした ものが文字である。」 と定義 してい
る。
橋本以前 の文字観 は西洋言語学 の域 を出ていなかった もの と見 られ
る。
ところが,1937年に,山 田孝雄 は 『国語史 ・文字編』において,
「文字は思想観念の記号 としで 一一面言語を代表す る。」 と定義 した。
すなわち,文 字はことぽを通 らないで,直 接に思想 ・概念を表わし う
るとい う考 え方である。そ こに西洋言語学の文字観 とは根本的に異なっ
た新 しい文字論の出発点が既にあると言 ってよかろ う。
ややお くれて,時 枝誠記 は独 自の言語過程説の中に文字を位置づけ,
「文字的表現は,聴 覚映像 より直 に文字 に移 る場合 と,… 旦音声的
表現に移 されて,然 る後文字に移 され る場合 と,更 に聴覚映像或は音
声を経過せず して,概 念 より真に文字に移 る場合 とがあ り得 る。」
(『国語学原論』1941)
と提 唱 している。
従 来 の言語学 と一線 を画 した新 しい文 字論 は1937年,山田孝雄 の 『国
語史 ・文字編』 に よって展 開 され て以来,そ のほか,大 久保忠利 の 『日
本文法 と言語 の理論』(1975),池上禎造 の 「文字論 のた めに」(1955),
神保格 の 『言語理論』(1962),鈴木孝夫 の 『閉 され た言語 ・日本語 の世
界』(1975)などに見 える優 れ た文 字論 は あ とをたた ないが,中 で も特
に注意すべ きもの は森 岡健 二 の 「文字形 態素論」(『新 日本語講座1・ 現
代 日本語 の単 語 と文字』汐文社,1975所収)で あ ろ う。
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図2
森岡は山田 ・時枝の説 を更に発展 させて,言 語 は,聴 覚映像 と概念 と
が結合 したものだけでなく,視 覚映像 と概念が結合 した ものもあ りうる
とし,そ の場合,「文字 は,言 語の一要素であって,能 記 としての機能
を果 し,一 種の形態素 としての性格を もっている」(前掲論文)と い う
ことを唱 えている。すなわち,文 字 もまた意味を担 うのであって,音 素
か ら成 る形態素(文 法的 もしくは辞書的な意味をもつ言語形式の最小単
位)と 同じく,文字素か ら成る形態素を考 えるわけであ る。従 って,日
本語の記号構造を ソシュールの図式に倣 って図2の よ うに示 している。
第3節
ソシ ュールの言語記 号図 には,文 字(視 覚映像)が 入 っていないが,
もしそれ を入れ ると した ら,恐 ら く図3の よ うに なるので あろ う。





ところが,異 質の字種間の分化作用(役 割分担)と 統合作用(重 層表
出)に よってささえられている,こ の,文 字 としては恐 らく複雑の頂点
に達 したル ビは,図3と 図2の いずれにもあてはまらないところがある
のは明白である。
以下rル ビの類型を言語記号図に置 き改めながら,ル ビの文字的性格
を明 らかにしようと思 う。
〈類型1>
厳密に言 えば,す べての文字 は表意性 と表音性の可能性を兼ね備 えて
いる。 しかし,表 意文字を表音的に,或 は逆に表音文字を表意的に使 う
のが非常に不 自然なこともまた事実であろ う。 したがって実際の文字使
用において,表 意 と表音の どち らか一一方 しか生かされないのが普通であ
る。 ところが,類 型1は 表意文字の漢字 を表意(視 覚映像)の み にあ
て,そ の表音機能(聴 覚映像)は ル ビとしてのかなに担わせ るのであ
















この類のル ビは視覚映像 と聴覚映像が分離 して別 々な表現(漢 詩の リ
ズムと和歌 の リズムの如 きもの)を 狙 うものであ る。図5に 示 してお
く。
〈類型III>
図4と 図5に おいて,視 覚映像 と聴覚映像は…一語 よ り分離 した もので
あれぽ,図6に おいて本来別 々の二語によって担われることになる。そ
れのみな らず,視 覚映像或は聴覚映像 か ら直接に概念に到達 し得 るか
ら,本 字 とル ビが下層概念の領域にまで分離がつづいて最終的に上層概
念(複 数の下層概念 による新概念)の ところでやっと統合 されるのであ
る。
〈類型IV>
両側ル ビであるが,上 ル ビと本字 ・下ル ビは視覚映像 と聴覚映像の役








殆 んど取 り扱われていない。にもかかわ らず,日 本語において字感が実

























が,概 念 と視聴 覚映像 とは違 いなが らも,概 念 にプ ラス或 は`?イナスの
ニ ュアソス ・価値 観 を付加す る ところか ら,い くらか概念 の域 に浸透 し
て い るよ うに思 え る。字 感 ル ビにお いて異質 の字 種 の併 用 が先決 で あ
る。
〈類型VII>
図9に おい て,字 感Aと 字感Bは 同一語 に対 す る異質 の字種 の表記
に よるもので あ るが,図10で は,字 感Aと 字 感Bは 別 語 に よって もた
らされ る もので あ って,ゆ えに下 層概 念 の と ころで も字種Aと 字種B
の ズ レが見 られ る。
ル ビは恐 ら く文字 として最 も高度 に発達 した もの と思われ る。時 には
従来 の文字論 の常識 を破 った ル ビの文字 的性格 に よって,わ れわれ は冒
語 におけ る文 字 につ いて次 の諸点 を指摘 す る ことが でき よ う。
① 個 々の文字言語(コ トバ と言 った方が もっと葺i箋かもしれない)
は意(概 念)・音(音 声)・形(文 字)の 三要素 を具 えていなけれ ば
な らない。音声 な しの文 字 は言語 とい うよ りも符 号で ある。
② 音声 は単 次元的 な ものであ るか ら,… 語 には一 つ の音 声 しか含 ま
れない。 両側 ル ビの場合 であ って も,… 旦音声 言語(話 しコ トバ)
に切 り.一 る と,視 覚映像 としての本字 と下 ル ビが捨象 され なけれ
ぽな らない。
③ 一一語 は一一一つ の概念 しか担 われ ない。図6,図7,図8,図10の よ
うに,複 数 の下層概 念 が あ って も,最 終 的 には… つ の新 しい概 念
(上層概 念)に 統合 されな けれ ぽ,ル ビを…語 とは認 めない。
④ 文字 は多次元的 な ものであ るか ら,… 語 に対 して複数 の文字表記
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が可能である。
⑤ 一語に音声が一つ しか含まれないから,複 数の文字表記が異質の
字種 によって必ず表音(聴 覚映像)と 表意(視 覚映像)に 分業 され
る。聴覚映像 は…つ しかないが,複 数の視覚映像が ロ∫能である。
⑥ 聴覚映像 と視覚映像がそれぞれ 自身で表現や意味を担 うことがで
きるから,一語 にして重層表現(類 型II)や重層意味(類 型IIIな
ど)が 表わ され ることがあ りうる。
⑦ 同 者 声 を表記す るのに複数の字種が使用 され る場合,そ れぞれ
の字種に付随する字感が概念 とともに伝達 される。
要す るに,文 字は静的 なものではな く,日本語 においては分化作用 と
統合作用を繰 り返す動的 な有機体 ととらえるべ きである。
第6章 結 論
ル ビを含 めた 日本 の文字 は,従 来,「悪 魔 の発 明」Teuferserfindung
として,hの 「罪」 を負わ され て きた。
昭和13(1938)年4月,山 本有三 が その著 『戦争 と二 人 の婦人』(岩
波書店)の 巻末 に,「国語 に対 す る一一つ の意見」 として 「黒 い虫」「ボー
フラ」 た るふ りが なを廃止せ よと唱 え,し か も書中 の 「はにかみや の ク
ララ」,「ス トウ夫 人」二 篇 に それ を実行 した こ とは,空 前 の反 響 を呼
び,日 本語史上,ま こ とに記念すべ き一頁 であ った。
本 稿 は,ル ビは い った い 「紅 き玉 」 な の か,そ れ と も 「黒 き 虫」
「ボー フラ」 なのか を論ず る もので はな く,異 質字 種 の間の関 係 の仕 方
に視点 をあてて}文 字論 よ りル ビの構造 の…面 を明 らかに しよ うとす る
ものであ る。
言語が文化 の負荷体或 は文化 その ものだ とす れば,ル ビの特異 な構造
が 日本文化 の構造 その もの と認 め られ なけれ ぽ ならない。
ゆc}hにル ビを廃止 させ る前 には,も う…度 日本文化 の あ り方 を反 省せ
ね ばな らない。
過去 においてル ビが 日本 の文化遺産 の…部 で ある ことは疑 いを入れ な
いが,今 日において もなおル ビが生 きつづ けて いる。 山本有三 の 「ふ り
が な廃 止論」 にお くれ るこ と約半世紀,井 上 ひ さしの,多 彩 なル ビを特
色 とす る 『吉 里吉里 人』(新潮社,1981)が世 に問わ れ て,こ れ もまた
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大 きな反響を呼び起 こした ことがル ビの生命力を物語 っている。
ル ビの性質 は日本人の文化心理に深 くかかわ っていると,私 は思 う。
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